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ふ
る
さ
と
で
暮
ら
し
た
い
│
帰
還
者
支
援
の
課
題

ズームアップ
　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
避
難
区
域
の
う
ち
、
居
住
制
限
区
域
と
避
難

指
示
解
除
準
備
区
域
の
避
難
指
示
解
除
が
本
格
化
し
、
県
内
各
地
で
住
民
の
帰
還

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
川
内
村
は
、
平
成
28
年
6
月
14
日
の
避
難
指
示
解
除
に
よ

り
、
村
内
に
避
難
区
域
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
川
内
村
の
帰
還
の
現
状
と
課
題
、

支
援
策
を
紹
介
し
な
が
ら
、
帰
還
者
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

国
の
原
子
力
災
害
対
策
本
部
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
川
内
村
の
避
難
指
示
解
除
準

備
区
域
に
つ
い
て
、
放
射
線
量
の
低
減
を
確
認
し
、
避
難
指
示
解
除
の
要
件
★
を
満

た
す
こ
と
か
ら
、
避
難
指
示
を
解
除
し
ま
し
た
。
帰
還
の
先
駆
け
と
な
り
、
他
の
市

町
村
に
比
べ
て
帰
村
率
が
高
い
川
内
村
で
す
が
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
の
避
難
指
示
解
除
本
格
化

帰
還
困
難
区
域

放
射
線
量
が
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

バ
リ
ケ
ー
ド
な
ど
物
理
的
な
防
護
措
置
を
実
施
し
、
避

難
を
求
め
て
い
る
区
域
。

居
住
制
限
区
域

将
来
的
に
住
民
の
方
が
帰
還
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

再
建
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
除
染
を
計
画
的
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
早
期
の
復
旧
が
不
可
欠
な
基
盤
施
設

の
復
旧
を
目
指
す
区
域
。

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域

復
旧
・
復
興
の
た
め
の
支
援
策
を
迅
速
に
実
施
し
、
住

民
の
方
が
帰
還
で
き
る
た
め
の
環
境
整
備
を
目
指
す
区

域
。

　

国
に
よ
る
避
難
指
示
解
除
の
動
き
は
、

図
１
の
通
り
で
す
。
こ
れ
ま
で

　

平
成
26
年
4
月
1
日　

田
村
市

　
　
　
　
　

10
月
1
日　

川
内
村
の
一
部

 

（
当
時
の
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
）

　
　
　

27
年
9
月
5
日　

楢
葉
町

　
　
　

28
年
6
月
12
日　

葛
尾
村

　
　
　
　
　

6
月
14
日　

川
内
村
の
一
部

 

（
下
川
内
の
荻
・
貝
ノ
坂
地
区
）

　
　
　
　
　

7
月
12
日　

南
相
馬
市

が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
29
年
3
月
末
に
飯
舘
村
で
避
難

指
示
解
除
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
浪
江
町
や
川
俣
町
な
ど
の
居
住

制
限
区
域
や
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
を

抱
え
る
地
域
に
お
い
て
、
今
後
も
避
難
指

示
を
解
除
す
る
方
針
で
、
帰
還
者
が
増
え

る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

富
岡
町
、
大
熊
町
、
浪
江
町
の
居
住
制

限
区
域
と
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
で

は
、
帰
還
準
備
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本

来
認
め
ら
れ
て
い
な
い
住
民
の
夜
間
宿
泊

を
特
例
的
に
許
可
す
る
「
特
例
宿
泊
」
を

今
年
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
実
施
し
ま

し
た
。
富
岡
町
で
は
帰
還
に
向
け
た
準
備

の
た
め
の
宿
泊
「
準
備
宿
泊
」
も
9
月
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
放
射
線
の
影
響
や
生
活
環
境

の
未
整
備
な
ど
の
理
由
で
、
帰
還
に
対
す

る
不
安
を
拭
い
切
れ
な
い
人
が
多
く
、
若

い
世
代
を
中
心
に
帰
還
が
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
帰
還
者
の
多
く
が
高
齢
の
た

め
、
医
療
や
介
護
な
ど
の
問
題
も
深
刻
で

す
。

　

避
難
指
示
解
除
は
、
住
民
の
帰
還
を
強

制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
、
県

や
対
象
市
町
村
は
、住
民
の
「
戻
る
」「
戻

ら
な
い
」
の
選
択
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
必
要
な
支
援
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

県
内
の
避
難
指
示
解
除
の
動
き

避
難
指
示

解
除
の
要
件

★ ①空間線量率で推定された年間積算線量が20ミリシーベルト以下になる
ことが確実であること
②電気、ガス、上下水道、主要交通網、通信など日常生活に必須なイン
フラや医療・介護・郵便などの生活関連サービスが概ね復旧するこ
と、子どもの生活環境を中心とする除染作業が十分に進捗すること
③県、市町村、住民との十分な協議
※「ステップ２の完了を受けた警戒区域及び避難指示区域の見直しに関する基本的考
え方及び今後の検討課題について」平成23年12月26日 原子力災害対策本部 より

平成28年6月14日解除
川内村

平成26年10月1日一部解除
川内村

平成26年4月1日解除
田村市

平成27年
9月5日解除

楢葉町

平成28年
7月12日解除

南相馬市

平成28年6月12日解除
葛尾村

平成29年3月末解除
飯舘村

太平洋

浪江町

双葉町
福
島
第
一
原
発

大熊町

富岡町

広野町

川俣町

いわき市

20㎞

す
。
帰
還
後
は
通
院
し
て
い
た
病
院
を
変

更
す
る
か
、
避
難
先
で
通
院
し
て
い
た
医

療
機
関
に
、
時
間
を
か
け
て
通
う
し
か
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
間
は
医
師
が
不
在
に
な
る

上
、
村
で
は
救
急
医
療
、
入
院
へ
の
対
応

が
で
き
ま
せ
ん
。
万
一
の
と
き
に
住
民
が

安
心
で
き
る
体
制
が
必
要
で
す
。

　

高
齢
者
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
27
年

11
月
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
開
設
さ

れ
、
村
内
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
震
災
以
前
か
ら
訪
問
入
浴

や
訪
問
看
護
を
行
う
民
間
の
事
業
所
が
村

内
に
な
く
、
現
在
も
利
用
者
が
少
な
い
た

め
、
村
外
か
ら
の
参
入
が
進
ま
な
い
状
態

で
す
。

　

ま
た
、
村
で
生
活
す
る
上
で
村
外
へ
の

移
動
が
必
須
と
な
る
た
め
、
運
転
の
で
き

な
い
住
民
が
不
便
を
感
じ
た
り
、
不
安
を

抱
え
た
り
し
な
い
よ
う
、
村
内
外
へ
の
移

動
支
援
が
必
要
で
す
。

　

川
内
村
の
、
イ
ン
フ
ラ
復
旧
に
向
け
た

動
き
は
図
３
の
通
り
で
す
。

■
世
帯
分
離
に
よ
る
相
互
扶
助
の
希
薄
化

　

長
期
に
お
よ
ぶ
避
難
に
よ
り
、
若
年
層

は
、
避
難
先
に
学
校
や
職
場
な
ど
の
生
活

基
盤
が
で
き
た
た
め
帰
還
せ
ず
、
高
齢
者

の
み
が
村
に
戻
る
世
帯
分
離
が
起
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
家
族
や
近
隣
住
民
が
支

え
合
う
、
相
互
扶
助
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
安
否
確
認
や

見
守
り
、
孤
立
感
の
解
消
な
ど
、
不
安
を

抱
か
ず
に
生
活
で
き
る
支
援
や
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
中
に
は
、
震
災
前
に
野
菜
づ

く
り
や
庭
の
手
入
れ
な
ど
を
生
き
が
い
と

し
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
し
た
。
放
射
線

の
影
響
や
ひ
と
り
暮
ら
し
に
な
っ
た
こ
と

で
、
以
前
の
生
活
の
楽
し
み
や
役
割
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
心
身
の
健
康
維
持

に
つ
な
が
る
生
き
が
い
づ
く
り
も
必
要
で

す
。

■
帰
村
率
66
・
55
％

　

震
災
が
起
き
た
平
成
23
年
3
月
11
日
時

点
の
川
内
村
の
人
口
は
3
，0
3
8
人
、

28
年
8
月
1
日
現
在
2
，7
5
0
人
で

す
。
村
内
生
活
者
は
66
・
55
％
の
1
，8

3
0
人
、
村
外
避
難
者
は
33
・
45
％
の
9

2
0
人
で
す
図
２
。

■
高
齢
化
率
が
上
昇

　

村
内
生
活
者
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
割

合
を
示
す
高
齢
化
率
は
、
28
年
8
月
1
日

現
在
40
・
11
％
で
す
図
２
。
23
年
4
月

の
34
・
6
％
と
比
べ
、
高
齢
化
が
加
速
し

て
い
ま
す
。
村
は
今
後
、
さ
ら
に
高
齢
化

が
進
む
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

■
病
院
、
福
祉
施
設
、
商
店
な
ど
生
活
に

必
要
な
公
共
施
設（
イ
ン
フ
ラ
）の
不
足

　

震
災
前
、
川
内
村
の
東
寄
り
の
地
域
に

住
む
人
は
近
隣
の
浪
江
、
大
熊
、
富
岡
、

楢
葉
の
4
町
を
主
な
生
活
圏
と
し
、
仕
事

や
学
校
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
で
行
き
来

し
て
い
ま
し
た
。
震
災
以
降
、
4
町
も
避

難
区
域
と
な
り
、
生
活
圏
と
し
て
の
社
会

基
盤
は
失
わ
れ
た
ま
ま
で
す
。

　

現
在
、
川
内
村
の
医
療
機
関
は
、
震
災

前
か
ら
の
診
療
所
が
1
カ
所
あ
る
の
み
で

川内村人口 2,750人
平成28年8月1日現在住民基本台帳に基づく人口
（平成23年3月11日時点の人口は3,038人）

村外避難者
33.45％
（920人）

村内生活者
66.55％
（1,830人）

村内生活者
高齢化率
40.11％

（平成23年4月時点の
高齢化率 34.6％）

川
内
村
帰
還
を
と
り
ま
く
現
状
と
課
題

図２

図１ 避難指示解除の動き

図３ 原発事故発生以降の川内村の動き
全村避難 平成23年３月16日
帰村宣言 　　24年１月31日
役場機能 　　24年４月再開

小・中学校（各１校） 　　24年４月再開
保育園（１カ所） 　　24年４月再開
診療所（１カ所） 　　24年４月再開
特別養護老人ホーム 　　27年11月開所
複合商業施設 　　28年３月オープン
企業進出 新規に４社が工場設置

除染（１次除染） 宅地周辺・農地・道路 100%終了

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
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帰
還
者
支
援
の
取
り
組
み
川
内
村

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

ズームアップ

住
民
の
活
躍
を
村
の
力
に

　

村
が
中
心
と
な
り
、平
成
23
年
か
ら「
川

内
村
い
き
い
き
高
齢
者
な
り
隊 

増
や
し

隊
」
と
い
う
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

放
射
線
対
策
な
ど
で
関
わ
り
の
あ
る
長
崎

大
学
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
世
界
の
医
療
団
、
村

社
協
、
ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
行
政
や
社
協
に
依
存
せ
ず
、
地

域
住
民
が
協
力
し
て
高
齢
者
を
支
え
る
、

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
ま

し
た
。

　

取
り
組
み
に
は
婦
人
会
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
26
年
に
始

ま
っ
た
、
婦
人
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

お
い
て
提
案
さ
れ
た
「
お
達
者
畑
」
が
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
動
き
始
め
ま
し
た
。
婦

人
会
と
高
齢
者
が
一
緒
に
、
村
内
の
畑
で

大
豆
の
種
ま
き
や
収
穫
、
採
れ
た
大
豆
を

使
っ
た
料
理
で
交
流
し
ま
す
。
今
年
で
3

年
目
を
迎
え
、「
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
一
般
の
村
民
か
ら
地
域
で
活
躍

で
き
る
人
を
増
や
そ
う
と
、
各
種
養
成
講

座
を
開
い
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
は
関

心
が
高
く
、
地
域
か
ら
開
催
を
望
む
声
を

受
け
て
、昨
年
度
は
4
回
開
催
し
ま
し
た
。

「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
（
食
生
活
改
善
推

進
員
）養
成
講
座
」
で
は
、
地
元
で
採
れ

た
栄
養
価
の
高
い
変
わ
り
種
の
野
菜
を
使

い
、
料
理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
修
了
者

は
、
地
域
で
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
予
定
で
す
。

訪
問
と
サ
ロ
ン
で
見
守
り

　

村
社
協
は
生
活
支
援
相
談
員
5
名（
川

内
村
4
名
、
郡
山
市
1
名
）で
、
村
内
の
仮

設
住
宅
や
、
帰
村
し
て
い
る
高
齢
者
世

帯
、
郡
山
市
や
い
わ
き
市
に
住
む
避
難
者

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
村
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
情
報
交
換
し
、
支
援
の
必

要
な
人
に
適
切
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
村
社
協
は
、
住
民
が
誰
で
も
参
加

で
き
る
運
動
や
お
茶
飲
み
な
ど
の
サ
ロ
ン

を
村
内
の
8
行
政
区
ご
と
に
定
期
的
に
開

い
て
、
村
民
の
健
康
維
持
や
生
き
が
い
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

村
内
の
他
、
郡
山
市
と
い
わ
き
市
に
あ

る
川
内
村
の
仮
設
住
宅
の
供
与
期
間
は
29

年
3
月
末
に
終
了
し
ま
す
。
高
齢
者
を
中

心
に
帰
還
が
加
速
す
る
と
予
想
さ
れ
、
川

内
村
で
は
高
齢
化
率
が
2
0
2
0
年
に
は

約
50
％
、
2
0
3
0
年
ご
ろ
に
は
約
60
％

に
な
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
社
会
に
向
け
た
生
活
基
盤
の
整
備

と
同
時
に
、
ふ
る
さ
と
の
村
に
住
む
誇
り

や
意
義
、
心
の
豊
か
さ
を
い
か
に
持
ち
続

け
て
も
ら
う
の
か
、
息
の
長
い
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
と

生
き
が
い
づ
く
り

ふるさとで暮らしたい─帰還者支援の課題

　

川
内
村
は
、
村
民
が
元
気
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
医
療
、
介
護
、

買
い
物
や
交
通
機
関
な
ど
、
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
に
向
け
た
支
援
を
最

優
先
に
進
め
て
い
ま
す
。
村
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

再
生
や
住
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
村
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

に
、
支
援
策
と
現
在
の
村
民
の
姿
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

村
は
、
震
災
と
原
発
事
故
発
生
か
ら
1

年
余
の
平
成
24
年
4
月
、
村
唯
一
の
医
療

機
関
で
あ
る
川
内
村
国
保
診
療
所
を
再
開

し
ま
し
た
。
震
災

前
は
診
療
科
目
が

内
科
と
歯
科
の
み

で
し
た
が
、
再
開

時
に
は
整
形
外

科
、
心
療
内
科
、

眼
科
、
消
化
器
内

科
の
診
療
も
始
ま

り
ま
し
た
。

　

川
内
村
保
健
福

祉
課
保
健
福
祉
係

長
の
猪
狩
恵
子
さ
ん
は
「
長
期
避
難
や
ひ

と
り
暮
ら
し
な
ど
に
よ
る
心
の
問
題
や
、

高
齢
者
に
多
い
疾
患
に
対
応
で
き
る
体
制

を
整
え
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

避
難
中
は
、
夜
間
も
避
難
先
の
病
院
を

利
用
で
き
ま
し
た
が
、
村
内
に
は
夜
間
診

療
や
入
院
、
救
急
患
者
に
対
応
で
き
る
医

療
機
関
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
村
外

の
病
院
と
医
療
協
定
を
結
び
、
緊
急
搬
送

を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
日
中
の
緊
急
搬

送
時
に
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も
出
動
し
て

い
ま
す
。

　

村
は
27
年
11
月
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム（
入
居
76
床
）を
開
設
し
ま
し
た
。
村
内

の
介
護
施
設
は
他
に
、
村
社
協
が
運
営
す

る
通
所
介
護
事
業
所（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）と

訪
問
介
護
事
業
所
の
み
で
す
。

　

村
社
協
は
、
村
か
ら
外
出
支
援
事
業
を

受
託
し
て
い
ま
す
。
登
録
す
る
住
民
を
月

4
回
、
自
宅
か
ら
病
院
や
金
融
機
関
な

ど
、
村
内
の
目
的
地
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

現
在
約
50
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
28
年

7
月
か
ら
は
、
医
療
機
関
限
定
で
、
隣
接

す
る
田
村
市
、
小
野
町
、
楢
葉
町
へ
の
送

迎
も
始
め
ま
し
た
。

　

村
社
協
福
祉
活
動
専
門
員
の
遠
藤
精
一

さ
ん
は
「
き
め
細
か
い
移
動
支
援
で
、
通

院
や
買
い
物
の
不
便
の
解
消
に
努
め
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
村
は
バ
ス
会
社
と
連
携
し
、
24

年
4
月
か
ら
、
村
外
へ
の
復
興
支
援
バ
ス

の
運
行
も
始
め
ま
し
た
。
村
中
心
部
と
、

村
に
隣
接
す
る
田
村
市
と
小
野
町
に
あ
る

Ｊ
Ｒ
の
駅
2
カ
所
ま
で
を
、
そ
れ
ぞ
れ
1

日
2
〜
3
往
復
す
る
2
路
線
で
す
。

　

28
年
3
月
に
、複
合
商
業
施
設「
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
Ｙよ

うＯ

-

Ｔ
た

し

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
村
が
村
内
の
企

業
に
施
設
の
運
営
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

薬
局
や
飲
食
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
が
入

居
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
生

鮮
食
品
も
扱
い
ま
す
。
ま
た
自
由
に
利
用

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
も
あ

り
、人
が
集
ま
る
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
内
に
は
営
業
を
再
開
し
た
個
人
商
店

も
あ
り
ま
す
。
買
い
物
の
で
き
る
環
境
が

整
い
つ
つ
あ
り
、
避
難
者
が
帰
村
を
選
択

す
る
材
料
の
一
つ
に
な
れ
ば
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

村
社
協
は
、
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
を

対
象
に
、
週
1
回
昼
食
を
届
け
る
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
村
か
ら
受
託
し
て
い
ま

す
。
震
災
以
前
か
ら
の
取
り
組
み
で
す

が
、
帰
村
開
始
と
同
時
に
サ
ー
ビ
ス
を
再

開
し
ま
し
た
。
高
齢
者
宅
を
定
期
的
に
訪

問
す
る
の
で
、
安
否
確
認
も
兼
ね
て
い
ま

す
。

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
充
実

医　

療

介　

護

外
出
支
援

商
業
施
設

配
食
事
業

　

川
内
村
で
は
、
婦
人
会
が
高
齢
者
を

見
守
る
た
め
訪
問
し
た
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
が
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
を
図
っ
た
り
と
、

震
災
後
、
行
政
区
ご
と
に
住
民
が
自
主

的
に
活
動
す
る
姿
が
目
立
ち
ま
す
。

　

震
災
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
地
域
内

で
支
え
合
う
必
要
性
を
感
じ
「
で
き
る

こ
と
は
自
分
た
ち
で
」
と
動
き
始
め
ま

し
た
。

　

介
護
予
防
教
室
へ
の
参
加
者
も
震
災

後
に
増
え
ま
し
た
。
多
く
の
住
民
が
、

避
難
中
に
仮
設
住
宅
な
ど
で
健
康
づ
く

り
の
指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と
で
意
識

が
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

村
や
社
協
が
取
り
組
ん
で
き
た
、
こ

れ
ま
で
の
支
援
が
生
き
て
き
た
と
感
じ

ま
す
。
将
来
的
に
は
、
村
や
社
協
が
サ

ポ
ー
ト
し
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
仕
組
み
を
つ
く
り

た
い
で
す
。

村
民
の
意
識
に
変
化

婦人会の本部役員が、ワークショップ
の内容について意見交換をしました

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
料
理
教
室

ワークショップ「お達者畑」
で大豆を収穫しました

村国保診療所やデイサービス事業所を備えた
保健・福祉・医療複合施設「ゆふね」

川内村社会福祉協議会
事務局長

秋
あき

元
もと

　賢
けん

さん

川内村保健福祉課
保健福祉係長

猪
い

狩
がり

　恵
けい

子
こ

さん

川内村社会福祉協議会
福祉活動専門員

遠
えん

藤
どう

　精
せい

一
いち

さん

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
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